
 
 

 

 

 

 

 「地域福祉」とは、誰もが住み慣れた地域で、自分らしく安心して暮らすことができるよう、人

と人とのつながりを大切にし、お互いに時には助けたり、時には助けられたりする関係やその

仕組みをつくり、共に支え合うまちを実現していくことです。 

 

少子高齢化の進行、住民同士のつながりの希薄化、生活様式の多様化など、社会の状況は

大きく変化し、個人や世帯が抱える課題が複雑化・多様化するとともに、制度の狭間にあって

既存の支援制度では十分な支援が届かない問題などが顕在化しています。 

こうした中で、制度・分野ごとの「縦割り」や「支える側」「支えられる側」という関係を超えて、

地域住民が主体となり、地域団体、福祉サービス等事業者、NPO・ボランティア団体、学校、企

業など、地域で暮らし活動するすべての人々と行政が一体となって、住民一人ひとりの暮らし

と生きがい、地域をともに創っていく「地域共生社会」の実現が求められています。 

そこで、地域共生社会の実現のための理念や取組みを定めるものとして、新たに「北九州市

の地域福祉 2021～2025」を策定します。 

 

 

 

この計画は社会福祉法第１０７条に基づく「地域福祉計画」であり、各福祉分野における共通

的な事項を記載する「上位計画」です。地域福祉計画により地域の基盤づくりを進め、個別の

施策や事業は各分野の計画において定め、推進していきます。 

また、社会福祉協議会が中心となり策定した「北九州市地域福祉活動計画」と連携を図り、

本市の地域福祉を推進していきます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

１ 策定の趣旨 

２ 「北九州市の地域福祉 2021～2025」の位置付け 

「北九州市の地域福祉 2021～2025」について 
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計 86.6% 

 

 

 

地域福祉に関する市民意識調査（令和元年度の実施結果） 

 

【地域における支え合い】 

Q 地域における支え合いに 

ついてどのように考えるか。 

 

 
 
 
 
 
 
【見守りが必要になった場合、見守ってほしい人】 

 Q 見守りが必要になった場合に誰に見守ってもらいたいか（上位 6 位まで抜粋） 

順位 見守りをしてほしい人 割合（複数回答） 

１ 家族・親族 83.8％ 

２ 仲の良い友人・知人 34.2％ 

３ 民間のサービス業者（ケアマネージャーなど） 27.5％ 

４ 隣近所の住民 17.2％ 

５ 社会福祉協議会（福祉協力員など） 14.8% 

６ 行政（市職員） 14.6% 

 
【地域生活での大切な力】 

Q 住民ができるだけ地域の中で生活できるようにしていくために、何の力が大切だと思うか。 

 

 

 

 

 

 

地域における「支え合い」が必要または大切と感じている人が半数近くいる一方、実際に見守

ってもらいたい人は圧倒的に家族・親族が多く、また、地域生活での大切な力も「個人・家族によ

る支え合い・助け合いが」1 位となっており、地域住民同士の支え合いやつながりが薄れている傾

向がみられます。 

３ 本市の地域福祉についての現状 （地域の支え合い） 

《計画期間：令和３年度～令和 7 年度》 

地域における支え合いが
必要で今後も充実させる
べきと思う人 

４８．０％ 

１位 個人の心がけや家族による、支え合い・助け合い（いわゆる自助） 

２位 社会保険制度や行政機関によるサービスや支援（いわゆる公助） 

３位 地域で暮らす人たちやボランティア・地域活動を行う人たち、様々な施設・事業所 

などによる、お互い様の気持ちによる支え合い・助け合い（いわゆる共助） 
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資料５



 
 

 

 

 
市民意識調査やこれまでの地域福祉に係る取組みの中で、今後の地域福祉を推進するうえで

の課題が見えてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の課題 

地域福祉に興味・関心を持ってもらうための広報・啓発 

多くの市民は支え合いの重要性を感じてはいるものの、実際の行動には十分に結びつ

いていません。地域福祉に興味・関心を示さない人たちを含めて、地域の人に地域の一員

として当事者意識を持ってもらい、さらに行動につなげていくための効果的な広報・啓発

が求められます。 

地域活動への参加を促す環境づくり 

地縁団体の加入率の低下や加入者の高齢化などにより、地域での活動が停滞している

中で、ボランティア活動等に関心がある人をはじめ、多くの地域住民が地域活動に積極的

に参加できるような機会や場づくりなど、実際の行動に結びつくような取組みが求められ

ます。 

地域での見守り・助け合いのためのネットワークづくり 

少子高齢化の進行や、コミュニティの機能が低下している中で、地域において支援を必

要としている人を見守り、助け合うため、地域住民や地域団体、事業者、行政などが一体

となって、地域課題に対応する必要があります。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえた対応 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、外出自粛など市民生活に大きな影響を

与えました。感染症予防のための「新しい生活様式」を踏まえた見守り、支え合いを検討し

ていく必要があります。 

複雑・複合的な課題へ対応するための包括的な相談支援体制づくり 

一人暮らしや少人数世帯の増加、地域のつながりの希薄化等により家庭・地域の支援

力が低下する中、現在の制度だけでは対応が難しい課題や、複合的な課題を抱える世帯

が増加していることから、分野を超えて関係機関が連携・協働する包括的な相談支援体制

が必要となっています。 
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子ども、高齢者、障害者を含め、すべての人が地域、暮らし、生きがいをともに創り、高め合

うことができる「地域共生社会」の実現を目指します。 

 

 

 

 

地域には、年齢や状況の異なる様々な人が暮らしています。そして地域によって、地理的条

件やそこに暮らす住民の年齢層、資源や活動している団体などが異なっているため、それぞれ

が抱える課題やニーズ、そして強みも異なっています。 

 

「地域」に含まれるのは地域住民だけではありません。 

❖地域に所在している商店や企業 

❖地域で福祉サービスを提供している事業者や医療や福祉等の施設 

❖小・中学校、高校、大学などの教育機関 

❖地域で活動しているボランティア団体やＮＰＯ法人 

❖社会福祉協議会 

❖行政機関 

そして、その企業等で働いている人や団体に所属している人も地域の一員です。 

 

 この計画では、身近な地域のことを誰もが自分自身のこととして考え、地域の課題を地域

の人々が主体となって解決できるよう、共に語り、共に考え、共に支え合うことで、地域の特性

を生かした地域共生のまちづくりを目指します。 

 

 

 

地域において支え合いの気持ちを育み、地域の特性を理解したうえで、緩やかな見守りな

どそれぞれができる範囲で行動できるようになることを目指します。 

 

 

 

交流できる場所づくりや、地域で活動している団体、支援機関同士のネットワークの充実・

強化を目指すことで、地域の課題を、地域の実情に合わせて解決するための環境づくりを目

指します。 

 

 

 

    必要な支援につなぐための、わかりやすい情報提供を推進するとともに、複雑化・多様化

する課題に重層的、横断的に対応し、必要な支援が届くための相談支援体制の構築を目指

します。 

 

 

 

５ 地域福祉の推進にあたっての考え方 

基本理念：地域の特性を生かした 地域共生のまちづくり 

【基本目標１】 支え合いの気持ちを育もう 

【基本目標２】 支え合いの輪を広げよう 

【基本目標３】 支え合いの輪につなげよう 
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支え合いの 

輪を 

広げよう 

支え合いの 

気持ちを 

育もう 

支え合いの 

輪に 

つなげよう 

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た 

地
域
共
生
の
ま
ち
づ
く
り 

◆地域福祉について関心を持ち、自分の地域とそこで 

暮らす人について理解する 

◆家族や親族をはじめ、身近な人との支え合いや助け合

いを大切にする 

◆地域の課題を自分自身のこととしてとらえる 

◆あいさつや、簡単な声かけ、地域のイベントへの参加な

ど、できることから始める 

◆地域で活動している人に協力し、支援する 

◆日常的に地域の人が交流できる場所や機会をつくる 

◆支援を必要とする人が近所にいれば、見守りや助け合

いを実践する 

◆地域での活動に参加する。 

◆地域活動団体、支援機関等の間で情報共有をはじめと

する連携を深める 

◆災害に備えて、平常時から支え合いのネットワークづく

りに取り組む 

◆わかりやすい情報提供を推進する 

◆地域住民の複合・複雑な課題に対応するための、包括的

な相談支援の体制をつくる 

◆制度の狭間にある人や地域で孤立している人に支援が

届く体制をつくる 

◆地域で安心して暮らせるための支援の仕組みをつくる 

【基本理念】 【基本目標】 【地域で目指すこと】 

６ 「北九州市の地域福祉 2021～2025」の体系 
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■地域福祉に関する広報・啓発及び教育の推進 

広報誌の発行やイベントの実施、講演会や研修など既存の方法に加え、ＩＣＴ等を活用し

た新たな広報・啓発、及び、学校教育や地域における福祉・ボランティア教育を推進します。 

■地域での活動を始めたい人を後押しする環境づくり 

 ボランティアなどに関心がある人が地域での活動を始めやすいように、研修や講座、相

談対応などの支援や、わかりやすい情報提供を促進します。 

 

 

■居場所づくり、地域の困りごとを話し合う場（協議体）の推進 

    市民センターをはじめとする既存施設の更なる活用をはじめ、日常的に地域の人が仲

間と一緒に交流できる居場所づくりや、地縁団体や企業・事業者、福祉施設、ＮＰＯ、ボラ

ンティア等が連携し、地域の困りごとを把握し、地域で解決する取組みを推進します。  

■新型コロナ感染症などへの対応（with コロナ、post コロナ） 

    「新しい生活様式」を踏まえた地域での新たな交流や見守りについて検討します。 

■災害に備えた支え合いのネットワークづくりの推進 

大きな災害が起きた時に備え、地域における助け合いの仕組みづくりや、避難する際に

特別な支援を必要とする人の把握・見守りの体制づくりなどを推進します。 

 

 

■包括的な相談・支援体制の強化 

    複雑化・多様化する困りごとや、制度の狭間の問題に対応するため、高齢、障害、子ども、

生活困窮等の相談窓口が連携し、世帯の課題を包括的に支援する体制づくりを進めます。 

■地域で安心して暮らせるための支援体制の強化 

    高齢者、障害者、子どもを含め、誰もが地域で安心して暮らせるように、権利擁護や虐

待防止のための支援や地域での見守り体制を強化します。 

 

 

 

計画の推進にあたり、本市の社会福祉に関する事項を調査・審議する機関である「社会福祉審

議会（地域支援専門分科会）」において、本計画の進捗状況を把握し、評価を行います。 

 また、計画の評価にあたっては、「市民意識調査」などの指標を用いるとともに、各分野別計画

における地域福祉に関連する指標を参考にします。 

８ 計画の推進・評価 

７ 「北九州市の地域福祉 2021～2025」における主な取組み 

基
本
目
標
１ 

基
本
目
標
２ 
基
本
目
標
３ 
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